
ローマ 6〜7

"それでは、どういうことになりますか。恵みが増し加わるために、私たちは罪の中にとど

まるべきでしょうか。"

ローマ人への手紙 6 章 1 節

"律法が入って来たのは、違反が増し加わるためです。しかし、罪の増し加わるところには、

恵みも満ちあふれました。"

ローマ人への手紙 5 章 20 節

"絶対にそんなことはありません。罪に対して死んだ私たちが、どうして、なおもその中に

生きていられるでしょう。"

ローマ人への手紙 6 章 2 節

Q1 罪に対して死んだとは？

"それとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスにつくバプテスマを受けた

私たちはみな、その死にあずかるバプテスマを受けたのではありませんか。

私たちは、キリストの死にあずかるバプテスマによって、キリストとともに葬られたので

す。それは、キリストが御父の栄光によって死者の中からよみがえられたように、私たち

も、いのちにあって新しい歩みをするためです。"

ローマ人への手紙 6 章 3～4 節

"なぜなら、キリストが死なれたのは、ただ一度罪に対して死なれたのであり、キリストが

生きておられるのは、神に対して生きておられるのだからです。"

ローマ人への手紙 6 章 10 節

"このように、あなたがたも、自分は罪に対しては死んだ者であり、神に対してはキリスト・

イエスにあって生きた者だと、思いなさい。"

ローマ人への手紙 6 章 11 節

"というのは、罪はあなたがたを支配することがないからです。なぜなら、あなたがたは律

法の下にはなく、恵みの下にあるからです。"

ローマ人への手紙 6 章 14 節

"私の兄弟たちよ。それと同じように、あなたがたも、キリストのからだによって、律法に

対しては死んでいるのです。それは、あなたがたが他の人、すなわち死者の中からよみが

えった方と結ばれて、神のために実を結ぶようになるためです。"

ローマ人への手紙 7 章 4 節

"というのは、律法はモーセによって与えられ、恵みとまことはイエス・キリストによって

実現したからである。"

ヨハネの福音書 1 章 17 節



Q2 律法に対して死んだとは？

"私たちが肉にあったときは、律法による数々の罪の欲情が私たちのからだの中に働いてい

て、死のために実を結びました。

しかし、今は、私たちは自分を捕らえていた律法に対して死んだので、それから解放され、

その結果、古い文字にはよらず、新しい御霊によって仕えているのです。"

ローマ人への手紙 7 章 5～6 節

"死のとげは罪であり、罪の力は律法です。

しかし、神に感謝すべきです。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝

利を与えてくださいました。"

コリント人への手紙 第一 15 章 56～57 節

"しかし、罪はこの戒めによって機会を捕らえ、私のうちにあらゆるむさぼりを引き起こし

ました。律法がなければ、罪は死んだものです。"

ローマ人への手紙 7 章 8 節

"キリストは、私たちのためにのろわれたものとなって、私たちを律法ののろいから贖い出

してくださいました。なぜなら、「木にかけられる者はすべてのろわれたものである」と

書いてあるからです。"

ガラテヤ人への手紙 3 章 13 節

"しかし私は、神に生きるために、律法によって律法に死にました。

私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリ

ストが私のうちに生きておられるのです。いま私が肉にあって生きているのは、私を愛し

私のためにご自身をお捨てになった神の御子を信じる信仰によっているのです。

私は神の恵みを無にはしません。もし義が律法によって得られるとしたら、それこそキリ

ストの死は無意味です。」"

ガラテヤ人への手紙 2 章 19～21 節

"神は私たちに、新しい契約に仕える者となる資格を下さいました。文字に仕える者ではな

く、御霊に仕える者です。文字は殺し、御霊は生かすからです。"

コリント人への手紙 第二 3章 6 節

"罪に定める務めに栄光があるのなら、義とする務めには、なおさら、栄光があふれるので

す。"

コリント人への手紙 第二 3章 9 節

"主は御霊です。そして、主の御霊のあるところには自由があります。"

コリント人への手紙 第二 3章 17 節

"私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、栄

光から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる主

の働きによるのです。"

コリント人への手紙 第二 3章 18 節



"そこで、子たちはみな血と肉とを持っているので、主もまた同じように、これらのものを

お持ちになりました。これは、その死によって、悪魔という、死の力を持つ者を滅ぼし、

一生涯死の恐怖につながれて奴隷となっていた人々を解放してくださるためでした。"

ヘブル人への手紙 2 章 14～15 節

"罪から来る報酬は死です。しかし、神の下さる賜物は、私たちの主キリスト・イエスにあ

る永遠のいのちです。"

ローマ人への手紙 6 章 23 節

"あなたがたは罪によって、また肉の割礼がなくて死んだ者であったのに、神は、そのよう

なあなたがたを、キリストとともに生かしてくださいました。それは、私たちのすべての

罪を赦し、

いろいろな定めのために私たちに不利な、いや、私たちを責め立てている債務証書を無効

にされたからです。神はこの証書を取りのけ、十字架に釘づけにされました。

神は、キリストにおいて、すべての支配と権威の武装を解除してさらしものとし、彼らを

捕虜として凱旋の行列に加えられました。"

コロサイ人への手紙 2 章 13～15 節

"こうして、この巨大な竜、すなわち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、

あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼とともに投げ

落とされた。

そのとき私は、天で大きな声が、こう言うのを聞いた。「今や、私たちの神の救いと力と

国と、また、神のキリストの権威が現れた。私たちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私た

ちの神の御前で訴えている者が投げ落とされたからである。

兄弟たちは、小羊の血と、自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打ち勝った。彼らは死

に至るまでもいのちを惜しまなかった。"

ヨハネの黙示録 12 章 9～11 節

"あなたの子どもたちはみな、主の教えを受け、あなたの子どもたちには、豊かな平安があ

る。

あなたは義によって堅く立ち、しいたげから遠ざかれ。恐れることはない。恐れから遠ざ

かれ。それが近づくことはない。

見よ。攻め寄せる者があっても、それはわたしから出た者ではない。あなたを攻める者は、

あなたによって倒される。"

イザヤ書 54 章 13～15 節

"あなたを攻めるために作られる武器は、どれも役に立たなくなる。また、さばきの時、あ

なたを責めたてるどんな舌でも、あなたはそれを罪に定める。これが、主のしもべたちの

受け継ぐ分、わたしから受ける彼らの義である。－－主の御告げ－－」"

イザヤ書 54 章 17 節

"恵みとまこととは、互いに出会い、義と平和とは、互いに口づけしています。"

詩篇 85 篇 10 節


